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2018（平成30）年10月1日（月）発行

は、戦争放棄の憲法第9条を護って「戦争をし■

ない国・日本」をめざし、支持政党などを問わない自由な市民の会です。
■05年12月結成。会員は南相馬市原町区を中心に419名。年会費千円

■3.11の大震災後、「事故の福島第一核発電所（原発）に世界一近くで活

動できる“九条の会"」を自覚し、「日本国憲法の草案を起草した憲法学者

鈴木安蔵（小高区）の故郷の“九条の会"」を誇りに活動しています。
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"記憶されたものだけが､記録にとどめられる，，(民俗学者宮本常一）

"記録されたものしか､記憶にとどめられない.tﾉｿﾌｨｸｼｮﾝ作家佐野眞-)
○大震災から7年半、原発事故はまだまだ進行中でその不条理さは深まるばかりです。

忘れ去られようとしていますが、被災者としてしっかり書きとどめたり、著作や映

像などで発信を続け、教訓として次世代へ伝える義務があるような気がします。
’
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蕊霧慧織艤議溌議蕊議灘蕊溌蕊議濃霧議灘蕊福島県九条の会発行｡\300
○今年6月の新刊。A4版、45ページ。県九条の会の活動費捻出のため、県内15名の方々から

戦争体験や憲法への思い、原発事故の不条理を寄稿していただき、大変濃密な内容です。

○敬称略での紹介ですが、①「憲法状況の今」吉原泰助、②「戦争責任 いまだ消滅せず」呑川泰

司、③「軍国少年がいま生きているワケ」高橋力、④「戦争体験と日本国憲法」畑孝一、⑤「原爆

投下と戦争敗北の時期を生きて」星埜惇、⑥「私の戦争体験」真木實彦、⑦「みんなが軍国少年、

軍国少女にされた」遠藤宮子、⑧「非戦、非武装国際貢献、非武装防衛」鞍田東、⑨「憲法九条こ

そ、私たちの安全保障」伊藤寛、⑩「疎開と避難、そして戦災と核災」若松丈太郎、⑪「福島県民

が体験した戦争と原発過酷事故」伊東達也、⑫「大震災時の、南相馬市の混乱ぶりを振り返る」桜

井勝延、⑬「東電福島第一原発事故に遭遇して」荒川紘、⑭「東電福島第一原発事故と震災関連死」

今野順夫、⑮「原発事故裁判」中島孝 くご希望の方は事務局（山崎）までご連絡ください＞

軍国少女にされた」遠藤宮子、⑧「非戦、非武装国際貢献、非武装防衛」

そ、私たちの安全保障」伊藤寛、⑩「疎開と避難、そして戦災と核災」若

が体験した戦争と原発過酷事故」伊東達也、⑫「大震災時の、南相馬市の

井勝延、⑬「東電福島第一原発事故に遭遇して」荒川紘、⑭「東電福島第一

今野順夫、⑮「原発事故裁判」中島孝 くご希望の方は事務局（山崎）Ⅷ

会員さんの著書 ｜難灘蕊蕊灘蕊識難灘
齋藤和子著。花神社発行・￥2300＋税 ○「3．11以来、身に付けていたの
は“言葉”だけ。極限で文学や詩はくどんな力となりえたのか」と作者自
身が震災被災の中で問いかけながら紡ぎ出された30編の詩集です。

憲法のドキュヌシタII一映画とその著書’一
………...…,…...…,…..………….…….…………….…………..….……..……. 鰯…:.….ｵ…...…

簔職議蕊蕊霧議議議議麓議議蕊編.箸:松井久子
発行：エッセン･コミュニケーションズ･￥1000 ○政治のことを考えないこ

の「不思議な国家と国民｣、憲法を「自分ごと」と気づいてもらうために、
201 6年に映画を製作し全国350カ所で上映。そのまま著書として発行。
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齢れり漂鴎 、
函涜輔働鰈冒・恥一

亜識霧議瀧議議鑛脇:土井繍・2018年製作｡170分
○人災の原発事故により、地域は破壊され、家族と離別したり人生

原発事放被凝者②噸画司

’ も一変を強いられた被災者15名のインタビューだけで構成された

記録映画。“反原発”と声高に叫ばなくても、過酷事故に翻弄され

苦悩し吐き出す「人の言葉｣、その訴える力は「映像」以上です。

○南相馬市で自主上映会を開催しよう、という声もあります。
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けらきち九条の会」
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戦争や大震篭のこと､原発事故の不条理を語↓Iつぎきしょう
○震災前から本会報では「私の戦争体験」37名分を掲載してきました。話したり、記録

に残さなければ次世代には伝わりません。皆様の体験のご寄稿をお待ちしています。

私
は
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
で
、
戦
争
の
こ

と
は
、
幼
い
記
憶
で
す
。
終
戦
は
昭
和
二
十
年

で
五
歳
の
と
き
。
で
も
な
ん
か
人
間
の
記
憶

’父
母
の
生
い
立
ち

私
の
家
は
、
原
町
区
の
四
つ
葉
通
り
の
角

で
「
ノ
ム
ラ
商
店
」
と
い
う
雑
貨
屋
さ
ん
で
し

た
。
両
親
が
、
マ
ッ
チ
、
木
箱
ひ
と
つ
か
ら

自
立
し
て
、
小
林
眼
科
の
と
な
り
に
お
店

を
建
て
商
売
を
始
め
ま
し
た
。

父
は
野
村
清
助
、
明
治
三
十
五
年
生
ま
れ

の
三
男
坊
。
尋
常
小
学
校
四
年
で
卒
業
す
る

と
、
相
馬
の
桜
井
呉
服
店
と
い
う
と
こ
ろ
に

丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
母
ミ
ツ
は
明

治
三
十
九
年
、
双
葉
町
新
山
の
下
条
の
生
ま

れ
で
す
。
三
反
百
姓
の
娘
だ
っ
た
の
で
大
変

な
働
き
者
で
、
そ
れ
で
母
は
原
町
の
父
に

お
嫁
に
き
た
ん
で
す
ね
。

孤
児
で
苦
労
し
た
祖
母

そ
の
父
の
母
親
は
明
治
九
年
生
ま
れ
で
、

親
の
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
み
な
し
ご
。
町

の
資
産
家
の
と
こ
ろ
に
六
歳
の
と
き
か
ら
働

い
て
い
た
・
字
は
少
し
大
き
く
な
っ
て
か
ら
、

い
ろ
り
の
灰
で
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
だ
け

は
カ
タ
カ
ナ
で
、
火
箸
で
書
い
て
覚
え
た
。

昔
の
「
お
し
ん
」
状
態
で
し
ょ
う
ね
。
「
六

歳
の
時
か
ら
人
の
釜
の
飯
を
食
べ
た
苦
労
は

お
前
た
ち
に
わ
か
る
か
」
っ
て
言
っ
て
い
た
。

訳
あ
っ
て
三
男
の
父
の
と
こ
ろ
に
き
ま
し
た
。

幼
い
頃
の
戦
争
の
記
憶 |||

っ
て
不
思
議
で
す
ね
。
す
ご
く
強
烈
な
こ
と
は
覚

え
て
い
て
、
小
学
校
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た

り
。
姉
は
昭
和
七
年
生
ま
れ
で
八
十
四
歳
に
な
り

ま
す
が
、
け
つ
こ
う
覚
え
て
い
ま
す
。

原
町
紡
織
工
場
が
空
襲
さ
れ
て

原
町
に
は
「
原
町
紡
織
工
場
」
と
い
う
陸
軍
の

軍
需
工
場
が
あ
っ
て
、
爆
撃
※
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
・

小
学
校
は
国
民
学
校
と
よ
ば
れ
て
い
て
、
姉
は
今

で
い
え
ば
小
学
校
五
、
六
年
生
。
姉
と
友
達
が
工

場
に
慰
問
に
行
っ
て
ね
。
当
時
あ
っ
た
原
町
実
科
女

学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
「
原
町
紡
織
」
に
動
員
さ
れ
て

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
原
町
紡
織
」
が

昭
和
二
十
年
二
月
十
六
日
爆
撃
さ
れ
て
、
国
民
学

校
の
鈴
木
小
松
先
生
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

Q

▲現在の国見団地にあった原町紡織工場。
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▲原町飛行場正門。門柱や格納庫も残る。
I

四
つ
葉
通
り
の
角
の
私
の
家
の
前
の
と
こ

ろ
を
、
担
架
で
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
小
松
先

生
が
運
ば
れ
て
い
く
の
を
、
み
ん
な
で
担
架

の
と
こ
ろ
に
集
ま
り
、
姉
も
目
の
前
で
見
て

い
た
。
朝
日
座
の
前
の
渡
辺
病
院
に
運
ば
れ

た
け
ど
、
駄
目
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
※
こ
れ
は
東
北
地
方
で
初
の
空
襲
で
、
同

時
に
、
原
町
高
校
の
前
身
の
相
馬
商
業
学
校

生
十
七
歳
斎
藤
和
夫
、
女
子
挺
身
隊
員
の

二
十
二
歳
星
ス
ズ
イ
と
十
九
歳
の
大
原
ヨ
シ

子
の
四
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
）

好
き
だ
っ
た
飛
行
兵
さ
ん
が
．
．

ま
た
原
町
に
は
飛
行
場
が
あ
り
、
特
攻
隊

の
、
今
で
言
う
と
練
習
場
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
の
兵
隊
さ
ん
の
何
人
か
が
、
原
町
の
家
庭

に
分
散
し
て
泊
ま
り
、
う
ち
に
も
そ
の
時
泊
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
う
ち

の
お
ば
あ
さ
ん
と
い
う
人
は
、
と
っ
て
も
愉
快

な
人
で
、
民
謡
を
歌
っ
た
り
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
を
や
っ
た
り
し
て
お
も
し
ろ
い
人
だ
か
ら
人

気
が
あ
っ
て
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
と
て
も
喜
ん

で
、
た
く
さ
ん
出
入
り
し
て
い
た
ん
で
す
、
姉

の
話
で
は
、
そ
の
な
か
に
姉
が
好
き
な
兵
隊
さ

ん
が
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
・
・
・
・

姉
は
小
学
五
、
六
年
生
の
頃
、
渋
佐
の
海

で
み
ん
な
で
水
泳
ぎ
を
し
て
い
た
ら
、
そ
こ

に
異
様
な
カ
ー
ブ
で
突
っ
込
ん
で
き
た
飛
行

機
が
あ
っ
た
の
。
う
ち
の
姉
た
ち
は
そ
れ
を

見
て
、
「
変
だ
な
、
変
な
方
向
に
飛
行
機
が

飛
ん
で
く
る
な
」
っ
て
見
て
い
た
ら
、
海
に

突
っ
込
ん
じ
ゃ
っ
た
。
訓
練
中
の
事
故
で
し

た
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
方
が
姉
の
好
き
だ
っ

た
兵
隊
さ
ん
で
、
京
都
の
お
寺
さ
ん
の
一
人

息
子
で
、
親
が
遺
骨
を
引
き
取
り
に
来
た
そ

う
で
す
。
姉
の
初
恋
で
し
た
。
（
つ
づ
く
）
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○この体験は、まなびあい南相馬発行『語り継ぐ、ふるさと南相馬』から、許可をいただき転載
しました。○また、寄稿文は編集者の責任で一部略、また文中の（※）は編集者が書き込みました。
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